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[背景] 二次電池正極材料の高容量化が要請される中で、
軽元素である硫黄を含むジチオビウレット（DTB）（図 1
左）は、1分子内の 2つの硫黄（S）が 2個の電子を失っ
て結合することで高容量の正極材料となることが期待さ
れている。一般に、ジスルフィド結合（S-S結合）は光酸
化によって形成することが知られている。この光酸化反応は二次電池正極での充電に対応している
ため、この材料を用いることで、光充電可能な電池の作製が期待できる（図 1）。 
[研究目的] 光充電可能な二次電池正極材料の実現を目指して、光酸化による DTBの高効率な S-S
結合の形成を第一目的とする。DTBポリマー正極を用いた電池を作製し、光照射による充電反応を
検証することを第二の目的とする。 
[実験概要]  第一目的の光酸化反応速度向上に関しては、反応が帯電現象や pHの影響を受けると
考えられるので、帯電現象と pHが与える影響について調べた。DTB水溶液を対象試料として、光
照射下で紫外光吸収スペクトルの時間変化を測定した。DTBと酸化した DTB（DTB酸化体）の測
定時間に対するそれぞれの存在比から光酸化速度を見積もった。第二の目的に対しては、DTBポリ
マー正極を用いて電池を作製し、電気化学的に充放電後した後の開放電圧を光照射下で測定した。 
[実験結果・考察] 光照射下での、各条件における光酸化率を図 2に示す。「pH調整なし（pH6.18）
/帯電除去なし」の光酸化率を基準にした時、「pH調整あり/帯電除去なし」の光酸化率は約 3倍と
なり、この時 pH 4.50であった。「pH調整あり/帯電除去あり」の光酸化率は約 14倍となり、この
時 pH 3.07であった。帯電除去効果と pH依存性は光酸化反応をさらに促進した。光照射による電
圧の時間変化を図 3に示す。光照射をした方がわずかな電圧上昇を示したが、明確な充電反応の実
現には光酸化の効率化の知見から pKaなどの最適化が期待され、今後の検証の指針となった。 
 
[今後の課題] 光源の波長領域を選定すること、電解液の pKaを調整することで、光照射による光
充電を試みる。 
